
　　令和７年１１月９日（日）実施　　第１４回ふじみ野市総合防災訓練　全体の流れ（案） 資料４

運営主体 自主防災組織 運営主体
指定職員・学校職員・拠点協力員・

各中学校在校生
運営主体

災害対策本部（本庁舎） 災害対策室（支所） 自衛隊 東入間警察 消防本部 消防団 医師会 薬剤師会
社会福祉
協議会

赤十字奉仕団
管工事業
協同組合

災害対策協会
交通安全
協会

災害協定
事業者

資機材取扱
事業者

課題・ 課題・ ・必須事業を減らし、選択事業を増やす（体育館の空 課題・ ・ワクチン接種のため ・ワクチン接種のため ・ワクチン接種のため ・ワクチン接種のため ・ワクチン接種のため
時間（目安） 内　　容 時間（目安） 内　　容 時間（目安） 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容

8時20分

8時30分

8時30分 ①シェイクアウト訓練 8時30分
①指定職員・学校職員・拠点協力員・各中学
校在校生参集訓練

8時30分 ①全職員集合（シェイクアウト訓練） ①全職員集合（シェイクアウト訓練）
各分団車庫の参
集

避難者の避難誘
導

・まず身の安全の確保 ・指定職員、学校職員、拠点協力員、各中学
校在校生各地域防災拠点へ参集

災害対策本部員参集の庁内放送
男性消防団によ
る避難者の避難
誘導

・家族や近所の安否確認 ・参集後、指定避難所開設可能か建物安全確
認の開始

②避難訓練 8時35分 ②参集状況報告訓練 8時37分 ②災害対策室設置訓練 市内20箇所で立哨

・各自避難を開始
・電話、LoGoチャットにより拠点運営職員の参
集状況及び指定避難所開設状況の報告

・災害対策室設置の宣言

③拠点運営組織設置訓練
（指定職員・学校職員）

・各対策班へ対策部責任者（部長）から活動の
指示（シナリオによる）

・大井総合支所班へ責任者（支所長）から活動
の指示（シナリオによる）

・各地区の地区集合場所や一時避難場所等
へ集合

・指定職員、学校職員で各担当者を決定する 8時43分 ③災害対策室運営訓練

④指定避難所設置準備
（指定職員・学校職員・拠点協力員・各中学
校在校生）

・災害対策本部会議の開催（本部員） ・災害対策室会議の開催（支所職員）

・指定職員、学校職員、拠点協力員、各中学
校在校生で各担当者を決定する

・学校教育班を全小中学校に施設被害状況調
査のため派遣

⑤指定避難所開設訓練

・避難者受け入れ準備（設営等）

・防災倉庫から避難者カード・筆記用具を体育
館へ

8時50分 ④災害対策本部との交信訓練

8時50分 ⑥情報入力訓練（新物資システム）

・地域防災拠点６校（全中学校）は物資の不足
分の報告（当日配布分の数量を入力）

9時00分

⑦避難者受入訓練

・指定職員、学校職員、拠点協力員、各中学
校在校生を中心に避難者の受入を開始

パトカーによる巡
回・警戒活動を開
始

指定避難所及び
地区対策本部の
巡回を開始

消防団による巡
回・警戒活動を開
始

救護所の設置

　１．避難者はグラウンドで一時待機 ・医師会救護所設置及びトリアージ要請
トリアージ訓練開
始

　２．体育館内で避難者カードを記入 ・ボランティアセンター開設要請
ボランティアセン
ター設置訓練

　３．避難者カードで避難者数を集計・把握 9時10分 ⑤地域防災拠点との交信訓練

・地域防災拠点との「ふじみ野市総合防災情
報システム」を使用した交信訓練実施
地域防災拠点1か所と交信

9時20分 ③地区対策本部設置訓練　　 9時15分 ⑧情報入力訓練（新物資システム） 9時15分
⑥情報入力訓練（定時報告・ふじみ野市総合
防災情報システム）

・地域防災拠点１４校（その他の拠点）は物資
の不足分の報告（当日配布分の数量を入力）

・拠点運営職員の参集状況及び指定避難所
開設状況の集計

・地域は地区対策本部を設置 9時20分 ⑨交信訓練（ふじみ野市総合防災情報シス
テム）

・避難者は地域防災拠点へ到着
・災害対策本部との交信訓練（上野台小学校
のみ）

9時30分

9時30分 ⑩情報入力訓練（ふじみ野市総合防災情報
システム）

各指定避難所へ
救援物資輸送訓
練

・避難者人数の報告

⑪指定避難所運営組織設置訓練

9時30分 ④地区対策本部運営訓練 ・避難者で各担当を決定 9時35分
⑦災害対策本部と土木復旧班による交信訓
練

・各地域のルールに基づき訓練を実施

⑫自主事業訓練
⑧情報入力訓練（定時報告・ふじみ野市総合
防災情報システム）

・防災倉庫の確認・防災井戸水出し訓練・特設
公衆電話設置訓練等

・避難者人数の報告（「ふじみ野市総合防災情
報システム」を使用し、サーバ内エクセルの更
新情報の集計）

・自衛隊（炊出し訓練） ⑨各対策班活動訓練（例）

・避難行動要支援者訓練 ・東入間警察（道路啓開訓練、講話）
・物資供給班は各指定避難所へ救援物資輸
送訓練

（例）　・地区内パトロール訓練（パトロール班）
・消防本部（119番通報演習、講話、起震車、
煙体験ハウス）

・物資調達・輸送調整等支援システムを活用し
た物資調達・輸送訓練

・消防団（男性消防団による水消火器・車両紹
介、女性消防団による講習）

・地域応援班を地区対策本部へ派遣

⑤自主事業訓練 ・赤十字奉仕団（応急手当訓練）
・障がい・高齢者支援班を各指定避難所へ派
遣

炊出し訓練 道路啓開訓練 119番通報演習
男性消防団によ
る水消火器・車両
紹介

応急手当訓練
土木復旧班と連
携した訓練

東京電力パワー
グリッド㈱による
分電盤操作訓練

㈱サイボウによる
資機材展示・紹介

（例）防災資機材取扱い訓練
・災害協定事業者（東京電力パワーグリッド㈱
による分電盤操作訓練、NTT東日本㈱による
災害時伝言ダイヤル操作訓練）

・災害対策協会と連携し、土木復旧班は市内
の道路状況を調査

講話 講話
女性消防団によ
る講習

NTT東日本㈱によ
る災害時伝言ダイ
ヤル操作訓練

星野総合商事㈱
による資機材展
示・紹介

・資機材取扱事業者（資機材展示・紹介）
・給水班及び派遣給水車を各指定避難所へ派
遣し、給水訓練

起震車体験
埼玉県リーダー養
成指導員による
講話

・埼玉県リーダー養成指導員（講話） ・SNS情報分析による被害状況報告 煙体験

・西小と鶴ヶ丘小は、耐震性貯水槽の機材組
み立て、水出し訓練（管工事組合）

10時00分

適宜 ⑬救援物資搬送訓練（自衛隊及び物資供給
班による救援物資の搬送）

・パン缶・リゾット・ペットボトルの搬送 10時05分 ⑩災害対策室との交信訓練 ⑤災害対策本部との交信訓練

適宜 ⑭情報入力訓練（新物資システム）

10時00分 ⑥情報伝達訓練（情報連絡員が地域防災拠
点へ情報伝達に向かう）

・物資が到着した場合に、システムに入力 ⑪ケースディスカッション

・パトロール訓練等の結果、被害状況について
地域防災拠点へ報告。

・災害時に発生する課題についてのディスカッ
ション（ふじみ野市総合防災情報システムを活
用）

耐震性貯水槽の
機材組み立て、水
出し訓練

10時30分 ⑦救援物資引取 適宜 ⑮救援物資搬送訓練（情報連絡員が地区対
策本部へ救援物資を搬送）

10時30分 ⑫物資受援訓練
救援物資受援訓
練

イオンリテール
㈱・イオンタウン
㈱救援物資受援

・パンの缶詰・ペットボトルの配付 ・パン缶・リゾット・ペットボトルの配付
・自衛隊とイオンリテール㈱・イオンタウン㈱へ
物資要請

⑬定時報告

・指定避難所運営組織の設置状況確認

11時00分 ⑭外部情報提供訓練

11時15分
⑯時点情報提供訓練（ふじみ野市総合防災
情報システム）

11時20分 ⑮災害対策室との交信訓練 ⑥災害対策本部との交信訓練

・災害対策本部から共有された情報を「ふじみ
野市総合防災情報システム」により確認

11時30分 ・訓練終了後、地区対策本部の片付け 11時30分 ⑰交信訓練 11時30分 ⑯閉会式

・閉鎖状況を情報庶務班へ電話、LoGoチャット
を使用し報告

⑰交信訓練（地域防災拠点から電話、LoGo
チャットで）

・避難者で協力し、会場の片付け ・地域防災拠点撤収、閉鎖状況の報告の入電

11時40分 ⑱災害対策本部にて講評 ⑦災害対策本部にて講評

・災害対策室の閉鎖を災害対策本部へ報告及
び振り返り

12時00分 訓練終了 12時00分 訓練終了 12時00分

地区対策本部 地域防災拠点（市内２０箇所）

ふじみ野市総合防災情報システムを使用

ふじみ野市総合防災情報システムを使用

協力団体

ふじみ野市総合防災情報システムを使用

訓練終了

ふじみ野市総合防災情報システムを使用

防災行政無線による事前放送・防災無線メール・お知らせメール配信

地震発生　震度５強(一部６弱）　　【防災行政無線によるサイレン】
災害対策本部員は市役所本庁舎で待機。
各拠点等での活動要員は現地に配置。


